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R05年度事業計画 NO.1

具体的な活動内容等

①　新たな製品，構造物及びシステムの開発と実用化
　　・仮称）グリーンインフラソイルの開発

②　出来る限り自然を活かした効果的な方策（緑地の持つ保水機能評価）
　　・ｸﾞﾘｰﾝﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ共同研究会、ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ勉強会の活用

③　雨水の水質制御
　　・ポーラスコンクリートによる重金属除去

①　開発地域の特性に見合った適切な貯留浸透施設の計画設計の検討

②　流域，都市，開発地域等での効果について、解析的な評価手法や
　　 簡便な評価手法を適用した検討

③　浸透能力調査（R4年度6件）

①　雨水・再生水利用施設データマップの更新・充実
　　・入力データの項目追加の検討

②　普及を促進するための仕組みの検討

1.4
雨水貯留浸透技術の
　　　アジアモンスーン地域への展開検討

①　民間企業海外展開支援（JICA事業：インドネシア国）

①　プラスチック製地下貯留浸透施設普及部会

②　プラスチック製地下貯留浸透施設技術指針改訂共同研究会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（計画・設計・施工・維持管理）
　　・令和5年度末改訂

③　ポーラスコンクリート浸透施設技術指針策定共同研究会の発足

④　グリーンインフラを考える勉強会の運営

⑤　雨水貯留浸透施設製品便覧・雨水活用製品便覧の改訂検討
　　・雨水活用製品便覧の改訂版の検討
　　　　　　　　　：雨水の貯留・浸透・利用・蒸発散に関連製品の総合カタログ

⑥　既設調整池エコシステム研究会（仮称）
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1.1
（都市河川流域における）
水循環系健全化方策の検討

1.2 雨水貯留浸透施設の効果評価の検討

1.3
全国における貯留浸透施設普及状況の
　　　　　　　　　　　実態把握と普及方策の検討
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新たな製品・工法・システム等
(技術評価を取得した類似製品及び工法など)
に関する技術指針･マニュアル等の整備を行う

２，

１，

※「具体的な活動内容等」の色付欄は、重点実施項目



R05年度事業計画 NO.2

具体的な活動内容等

① 技術評価の実施（新規・更新）の実施

新規・継続：技術評価；
　①アクアポンドM工法（ヤマウ）
　②バリヤーフリーぺイブSI車道型（日本興業）
更新：技術評価；
　①アクアパレス工法（トーテツ、材料変更審査）
更新予定；
　技術評価16件、製品評価5件

② プラスチック製貯留構造体の品質管理 品質管理項目や監査マニュアル・要綱の検討、暫定・試行的運用

③ 技術評価認定制度の見直し 工法、製品に係る実施要項の統一化他の検討

4.1 「水循環 貯留と浸透」の発行

・4月　128号 特別号・雨水「流出抑制施設と維持管理（仮）」
・6月　129号 「マテリアル×雨水」
・9月　130号 「みどり×雨水」
・1月　131号 「交通×雨水」

4.2 技術講習会・見学会の開催 11月中旬開催（WEB開催の予定）

4.3
雨水貯留浸透の普及・啓発，
　　　　　　　　　雨水貯留浸透技術のPR

・Web展示会の開催、PR動画の作成の検討
・「雨水技術資料（1～40号）」と水循環 貯留と浸透（41～最新号）」の電子化と無料公開
・グリーンインフラ産業展（R.6/2/20-22）
・浸透施設の広報連携検討（例えば東京都都市整備局都市基盤部調整課）

4.4
雨水貯留浸透技術に関する
　　　　　　　　　　　問い合わせへの対応

・FAQ集作成、HPでの公開

4.5
雨水貯留浸透技術に関する
　　　　　　　　　社外講演及び学会発表

　・日本雨水資源化システム学会（R.511月、沖縄）
　・全国建設研修センター宅地造成技術技術講習「宅地造成と雨水流出抑制」講師（7月）
　　他、必要に応じて実施

4.6 技術交流会の開催

4.7 雨水貯留浸透に関する技術者の養成
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・ARSIT　Learning　Salonの開催（年5～6回）
・技術講習会（4.2）の開催
・あまみず交流会（12回開催予定）

３，
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※「具体的な活動内容等」の色付欄は、重点実施項目



R05年度事業計画 NO.3

具体的な活動内容等

① 公共機関への協力提言等
・なごや水の環推進懇談会への水循環アドバイザーの派遣
・ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ官民連携ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ（運営委員会・技術部会等）への人材派遣

② 海外からの調査団の受け入れ，対応 必要に応じて（コロナ禍のため、当面中止）

③ 雨水ネットワーク運営への協力 全国大会、シンポジウム開催支援

④ 日本建築学会の雨水建築普及活動への支援
委員会に参加
　（雨水活用技術規準改定委員会・あまみず活用の評価を考える小委員会委嘱）

⑤
（公財）都市緑化機構の「グリーンビジネス
　　　　　マネージメント共同研究会」への参画

研究会に参加
　（仮称）グリーンインフラソイルの開発ほか

⑥ 雨水基準制度研究会への参画 参加依頼に応じて
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米国コカ・コーラ財団グリーンインフラ活動助成プロジェクトに協力
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公的および民間助成等を活用した雨水貯留浸透
　　　　　　施設の設置促進に関する調査研究を行う

５，

６，

※「具体的な活動内容等」の色付欄は、重点実施項目


